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誌名<シグマ＞の由来

くシグマ＞はギリシャ語のアルファベット第18番目に

あたるZ(sigma)から取ったものですが、 Zは微積

分では総体の和を表わす記号ともなっております。

そこで、 1） 「ねじ」は物を締めつけて完成品に仕上

げる重要な部品ですから、総体の和を支えるものと

いえますbそして 2）私たちは、総体（トータル）で

ものをみ、伝票では買えないものをサービスして、

総体のコスト （トータルコスト）を下げることに協力

します。このためには、3） 「ねじ」を供給する私たち

と、それを使用される皆さんとの間に、密接な和を

必要とします。 こうした私たちの3つの願いをこめ

て名づけられたのがくシグマ＞です。
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ソフイット

めに構想したSystemofOptimumFastening

oflwata-Bolt (イワタボルト最適締結システム）

の頭文字をとったものだが， ソフィはギリシャ

語で叡智を意味するから， その叡智にあやかる

ようにという願いもこめられているわけだ。 そ

のソフィ (SOFI)を広める役割の一端を担って

もらうために生まれた「動く ミニ展示館｣，それ

がソフィ 、ソ ト (SOFIT), お前だ。

西に束に，南に北に
無
勢

1 ソフィの輪を広げるソフィット

’ （

3年目に入った“動くミニ展示館”

すでに5万キロを走破し550工場を訪門
だがソフイットよ’今だから言うが実は始め

ボクたちはお前に一寸ばかし馴じめなかった。

ソフィットという名前がしゃれていて何だか気

はずかしかったし，新しい締結システム「ソフ

ィ」 を積みこんで方々お前を走らせるのは何し

ろ始めてだったからだ。 ソフィはソフィアとも

いうらしいと聞くと，何だかイタリヤの女優ソ

フイア・ローレンの豊満な姿がつい頭に浮んで

きて， なお更テレくさかつたりね。

所が， テレや気恥かしさも初めの頃のことだ

けで， あっちこつちにお前を走らせ工場で歓迎

されたりすると， ついいい気分になり励みもつ

いてだんだん自信もでてくる。

詮~＝
定れゾブｨｯﾄ

ソフィットよ’ お前もこの2年間ずい分走っ

てくれたものだ。雨の日も風の日も，照りつけ

る炎天下のハイウエイを，北風の吹きすさぶ街

道を，時には新緑の薫る風を切って，時には稲

穂の垂れる実りを縫って， お前は少しばかしず

んぐりした体を小まめに動かして， ただひたす

らに走りつづけてきた。下半身を赤く塗って胴

体から上が真黄色なお前の姿が街道やハイウェ

イをスイス’イ走っていくと，行き違う トラック

の運ちゃんや乗用車のドライバーは，思わずオ

ヤ､ソというような顔をする。何しろお前の色ど

りもお前の恰好も目立つらしい。

かれてまず北へ北へと走っていったものだが，

それから1年間に北から南へと実に28,000キロ

の道のりを走り，訪れた先も150工場に及んだ

が， 2年目になるとお前の足並みは一段と調子

づいて，今までに50,000キロ，訪れた先は何と

550工場にも上った。本当によく走ってくれた

もんだと思う。 ただ走っただけではない。 あっ

ちこつちで珍客のお前を歓迎してくれたし可愛

がってもぐれた。何といってもお前は叡智（ソ

フィ） をお腹一杯かかえているからだ。

（
考えてみると， お前が生れる迄にはイワタボ

ルトとしての一つの道のりというか歴史がある

のだ。元々イワタボルトの基本的な考え方は何

かというと，如何にして取引先たるユーザーの

皆さんのトータルコスト低減に寄与できるか，

ということだ。 これはどんな計画や実行であっ

てもこの考え方から出ているし， またすべてが

この方針に帰着する。 そこでこの基本的な考え

ソフィットよ， そもそもお前のソフィットとい

う名前はソフィから生れたものでそのソフィを

広めるのがお前の役割だ。 ソフィ (SOFI) とい

うのはイワタボルトが新しい時代に即応するた

そもそもお前が走り出したのは今から2年程

前の昭和50年6月頃からだった。新緑の風に吹
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ソフィット
－

）

走れゾブィット

方からまず生れたのが例のスピ､ｿクス(SPICS

の構想だが， これは部品の発注から納入・在庫

に至るフ・ロセスを管理面からユーザーの方々に

協力していこうというものだった。ねじ商社と

して始めて電算機を導入したのもこのためだっ

た。 この体制が次第に社内的にも定着すると，

この上に立って更にユーザーの締結のう。ロセス

そのものの省力化や合理化，締結機能の向上に

どう寄与するか， という課題が生れてきた。つ

ま『)ねじ部品を単にハードウエアとしてだけで

なく ，創意と工夫に充ちた締結方法や締結手段

と一体化した､ノフトウエアとして提供し， ユー

ザーのトータルコスト低減に寄与する事である。

これが「イワタボルト最適締結システム」つま

りソフィ (SOFI)の構想であった。

この構想を具体化するために，締付ツールそ

のものを提供することと， ねじ部品と締付､ソー

ルをシステムとして提供することが考えられた

のだ。

ではこの構想をよ’)多くのユーザーの方々に

理解して頂くためにはどうするか。 あれこれ色

んな案が考えられた。 イワタボルトは北から南

に至る全国各地に20の営業拠点をもっているが，

それを足場にして， しかもより機動性に富んだ

方法とは何か。点と点とを結びつけ， それを更

に大きく輪として広げる方法は何か。

こうして生れたのが「動く ミニ展示館」の構

想であった。 この展示館に最新の締結システム

を色々と積みこみ，工場を訪れて多くの技術者

や現場の作業員の方々に， それらを展示しその

操作を実演するわけである。正に百聞は一見に

しかずを身を以て示そうというのである。

忠実に実行してあっちこっち走り廻ってくれて

いるのがお前である。

さて， ソフィの構想も2年間に着々と実を結

んできた｡例えばMFピｱｼﾝグﾅ､ｿﾄｼｽﾃ

ﾑがある。 これはナットが引抜コイル状（テー

プ状） に一定寸法に配置されていて， そのテー

プ°状の先端を装着工具に通すだけで， たった一

工程で穴あけから打込み，打曲げまで行うとい

う画期的なものだが， ある自動車関係の工場で

その性能に注目，大口の試作段階に入っているゞ

この一連のテスト期間が終るとかなりの量の受

注が期待されるのである。 またナショナル自動

ねじ締付システム“ﾉぐナビセッタ”やインガ､ノ

ールランドのニュー・ トルクコントロール・ス

クリュードライバーが主として弱電関係工場で

注目され， すでにかなりの台数が使われている。

）

、ノフィットよ’ お前が生れるまでにこうした

いきさつがあるのだ。 そしてボクたちの趣旨を

2－
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ソフィット
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壁－－走れゾブｨ,ノト

インガソールランドのドライバーは， オートマ

チックシャフト機構をもち，均一なトルクが要

求される組立ラインに最適な締付､ソールといわ

れるが， これを採用した工場では部品の不良率

がゼロになったと絶賛している。従来のスト リ

ップ。 トルクで制御するものはエアの圧力の変化

に影響をうけるため，精度がわるいのに対し，

インガソールランドのエアドライノく－は，任意

に設定した規定トルクで自動的にエアモータを

停止するので， 士5％以内に締付トルクを制御

できるのである。 またドライバーが人間工学的

によく設計されているため作業上の疲労が少な

く能率の向上に役立っていることも評価されて

いる。

また，イワタボルトは埼玉工場を持っている

が， ここでの製造技術を活用しVAによって得

意先のトータルコストに寄与した例も少なくな

い。例えばカセ､ソ ト付ラジオやカセ､ソ トデ､ソキ

の大手メーカーA社の場合もそうだ。 カセット

デ､ソキの外ワクを止めるねじは特殊な部品で従

来は切削で作ったが，埼玉工場でいろいろ工夫

し， 多段打へ､ソダーを利用して冷間圧造で製造

するのに成功した。 これによって品質精度が均

一になりコスl､が大巾に下り， お客様にも喜こ

ばれたものだ。

これらはほんの2, 3の例だが， ｿﾌｨの構

想を発表して2年間でその成果は着実に上って

いるし， それに大きな一役を買っているのがソ

フィットによる巡回だ。 そして巡回して展示す

るのも回を重ねる中に色々と経験をつみ， やり

方もキメ細かくなってきた。 ソフィットがいか

に叡智のかたまド)でも，行き当りぱったりに工

場の門をく ぐらすわけにはいかない。予め訪問

する相手先の状況を正確に把握し，具体的にど

のような活動を展開するかを検討する。 そして

夫々の地域で活動しているイワタボルトの営業

所のマネジャーや営業員をまじえて，訪問先の

意向や要求の可能性， その展示品への期待性を

充分に打合わせた上で行動するのである。 こう

して始めてソフィットは， ソフイ （叡智） にみ

ちた機能を発揮してくるわけだ。（

ソフィットよ・今年はお前が走って3年目の

年だ。 それこそ野を越え， 山を越え，今年もま

たひた走りに走って， ソフィの構想をもつとも

っと大きく拡げようではないか。

－3－
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最適締結システムヲ提供スル

イワタボルトノSOFI

《
』
『
『
垂

躍蕊蕊斡J琴Ⅲ爺宇きうSOFIの構想について 』無F

System

五反田事業所岸田係長が報告 I

）－以下は1月21日の賀同交換会前の経済講演会の後に行われf

報告の概要です。

昨年はQc手法による管理について発表しま

したが．今年度はSOFI構想を御紹介します。

皆様方の会社におかれても企業の目的とはつ

まる所，利益をあげることであり， そのために

収益性と恒久性が必要とされます。 これを具体

化するために皆様からファスナー部品を供給し

て頂き製作販売しております。 そしてお客様に

対しては， わが社の営業方針と致しましてトー

タルコストの低減に寄与することを目的として

おります。

それでは如何にしたらトータルコストを低減

することが出来るのでしょうか。

わが社ではねじ業界のトップ。を切って昭和43

年に電算機を導入しSPICS思想を打ち出しま

した。即ちスピックスとは電算機による社内の

合理化とお客様の省力化に役立つ管理システム

であり3つの意味をもっております。

1 ．省力化のための情報管理システム

2．販売・生産・在庫管理システム

3．販売促進のための情報管理システム

この社内の合理化とお客様の省力化の管理シ

ステムを更に一歩進め，締結工程における組立

コストの低減によりトータルコストを下げると

いう， 「イワタボルト最適締結システム」 を打ち

出しました。 このシステムはハードウエアから

ソフトウエアへの移行であります。

では何故締結工程における組立コストの低減

がトータルコストの低減になるかを説明致しま

す。

アメリカのう°ロダクションという専門誌によ

ると，最終コストの中で組立コストが実に28％

を占めております。 そしてこの組立コストの中

でファスナー締結コストが70％を要しておりま

す。 しかもこの締結コストの中でファスナーそ

のものの占めるコストは5％にも当りません。

従って製品コストの中で， ファスナーそのも

ののコストを切り下げるよりも一番大きな要素

を占める締結コストを含めた組立コストを低減

することが， トータルコストの低減につながる

ことをお分り頂けたことと思います。

この目標を具体化するために，打ち出したの

が「イワタボルト最適締結システム」であり，

いわゆるソフィ (SOFI)の構想であります。 こ

のソフイ (SOFI ) とはSystemofOptimum

卸〆

＜ノー

Fasteningof |wataBolt

Fasteningoflwata-Bolt (イワタボルト最適締

結システム）の頭文字をとったものです。すな

わちSPICSは管理面での協力ですが, SOFI

は締結プロセスの省力化・合理化を目的とした

ものであります。 そしてSOFIはギリシャ語で

いうソフィヤ(sophia)つまり叡智ですから， イ

ワタボルトのSOFIにも叡智に充ちたシステム

にしたいという， ささやかな願いがこめられて

いるわけです。私たちは叡智こそが人間の人間

たる本質であると思っております。

イワタボルトではこのSOFI構想に基づき営

業戦略を展開しておりますが， この思想を裏づ

けるものとして私たちは，常々社長より目標の

立て方・目標管理を厳しく指導され実行に移し

ております。

まず目標の立て方ですが， これを分類すると

次のようになります。

・状況判断＝現状の分析。

）

－4－
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・可能行動＝相手の手段方法に対しわが社のと

りうる手段方法，私たちのとりう

る手段方法。

・評 価＝その手段方法は目的適合度×確率，

即ち期待値z＝exによって評価。

※評価として年2回成果発表大会

を開いています。

・決 心＝評価された後決心をする。上長は

指示をし部下は実行することですb

私たちは本質とは何かを常々教えられており

ますが，上長の本質は指揮命令であり部下の本

質は遵守実行にありとされております。

さてこの目標の立て方により目標を立てたな

ら， つぎはこの目標を遂行する組織の問題です。

組織にはアメ玉組織，鉄砲玉組織， ミサイル型

組織それに神風型組織があります。 アメ玉組織

は目標に向い引き金を引いても玉は玉でもアメ

玉しかでてこない。事を命ぜられて返事はいい

が成果が上らない。鉄砲玉組織は引金を引けば

すぐ玉がとび出すように命令されれば必らずや

るが状況や目標が変ると必らずしも意図した目

標に到達するとは限らないものです。ではどう

するか。 目標に対して軌道ｲ|多正できれば良いわ

けです。 これがミサイル型組織です。所がこれ

も目標に対して自分の意志をもち自分で目標を

定めることができません。つまりこれら3つの

組織は自ら目標を設定できない所に問題がある

わけです。 自ら目標を設定し状況判断により軌

道を修正し，新たに目標を設定できる組織， そ

れがベストの組織でありますが， これが，言葉

そのものは誤解を招き易いが神風型組織です。

この目標管理で大切なことは皆様も御承知の

ように，誰が，何を，何時迄やるかということ

です。私たちの業界も例外でなく ， 人に与えら

れた限りある時間を，何時迄やるかという時間

管理又は時間見つもりが必要です。

先にも述べましたが，私たちは人間の人間と

しての本質である叡智を願いとしたSOFIの構

想の下に， お客様のトータルコス低減に寄与す

べ<日々業務に努力しております。

ついてはこの機会に是非皆様にお願いしたい

ことは，新製品の開発, VA的考察により開発

された製品，物流コストの低減に寄与するシス

テムなどについて，積極的な御提案をして頂き

たいことです。

今後とも皆様方の一層の御支援と御協力を賜

わりたいと存じます。

｣

）
ノ

んだんよくはなるが， さりとて特別によくなる

こともなく ， いってみれば安定型の景気回復に

なろう」 との見解を明らかにしました。講演会

の後五反田事業所岸田係長から別項のように「ソ

フィの構想」に関する報告が行われました。

終って4時半から賀詞交換会に移り，東工大

山本教授，東大北郷教授をはじめ協力工場関係

者など約150名が参加して盛大に行われ，午後

6時半盛会裡に宴を閉じました。

イワタボルト新年賀詞交換会

イワタボルトの昭和52年賀詞交換会は1月21

日，本社6階講堂で行われました｡、これに先立

ち午後3時から第一勧業銀行調査部次長阿達哲

雄氏による 「今年の日本経済」 と題する講演が

5階ホールで約1時間にわたり行われました。

阿達氏は昨年の経済についてふれるとともに，

今年の見通しについて述べ， 「今年の経済はだ

新入社員21名を迎え

盛大な歓迎会

御覧下さい， この発らつたる若者たちの姿

を。昭和52年学卒の新入社員21名です。 この

中男子大卒が3名， 同高卒が10名，女子高卒

が8名。 3月26日（土)氷川神社の神前で入社

式が行われ，終って10時より本社6階講堂で

盛大な歓迎会が開かれました。束京消防庁音

楽隊による，戦後史を歌でメドレー風に編曲

した演奏，増田歌劇研究所の増田晃久さんの

テノール独唱と，会場は華やかで熱っぽい空

気につつまれ，若者たちを迎えるのにふさわ

しい歓迎会でした。

1

1

1

）

実社会への第一歩をふみ出した21名の若者

たちは将来のイワタボルトを担う人たちですb

盛大な拍手を送りその今後に期待したいもの

です。
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イワタボルトが開発した

特殊なタッピンねじ
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終った時点での， いわゆるカラ廻り トルクが高

く ，締め付後のひっかかり率が高いため， 当然

保持力が大きくなりました。更に切ミゾなしで

相手面を塑性変形させてめねじを形成するので

切粉のできないのも特徴です。従って切粉に」

り電気配線部分の絶縁性を阻害するといった，

電気的トラブルが解決されるようになりました。

もう一つ, IT3 Cの場合はピッチがJIS規格の

小ねじと同じであるため，小ねじとの互換性が

あるのも有利な点です。

このIT3には, BタイプとCタイプとがあり，

Bタイプ°はねじ基準山形がJIS･B1122 (十字

穴付タッピンねじ）に準じ, Cタイプは基準山形

がJIS･BO20風メートル並目ねじ）に準じたもの

で夫々用途によって最適の機能が発揮できますb

なおIT3に関するカタログや技術資料につい

ては， イワタボルトの各営業所や出張所の営業

員にお申し付け下さるようお願い致します。

断トルク，保持力が変って来ますので，使用す

るに当ってどのタイプが最適かを充分考慮にい

れる必要があるのはいう迄もありません。

しかしこれらは一長一短がある所から数年来

ねじ部などに工夫をこらした特殊なタッピンね

じがいろいろ開発されていますが， これぞと思

われるような性能を発揮する迄に至っておりま

せん。

最もすぐれた夕､ソピンねじとは， ねじ込トル

クが低く ， しかも破断トルクと保持力が高く ，

切粉もでず， かつ小ねじとの互換性をもったも

のということになりますが， こうした欲張った

機能を併せもつものとして現われたのが， イワ

タボルトが研究開発したIT3です。

これは写真のように，先端に独自の非円形部

をもっているのが特徴で， これによってねじ込

トルクを低減させることに成功しました。 そし

てねじ込トルクが終って相手板を最終的に締め

タッピンねじ又はセルフタッピンねじは， ナ

ットを用いたり鋼板にタップでめねじを立てな

く とも， 自らめねじを形成し締結できるのが特

徴ですが，締付工程が節減されしかもめねじと

の嵌合の良さからトータルコスト低減の要求に

マッチし非常な普及をみていることは御承知の

通りです。 これには大きく分けて，先端部に切

ミゾ（カット）をいれたスレ､ソドカ､ソテン･ｸﾞ ・タ

イプ。と，切ミ ､ﾉ．なしで相手面に塑性変形によっ

てめねじを形成するスレッドフォーミンク、 ・タ

イプがありますが, JISではねじ部形状の違い

によって1種， 2種， 3種， 4種とに分れてい

ることも御承知の通りです。 これらは相手材の

材質，板厚，下穴などによって締付トルク，破

）
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<シグマ＞業界スポット

☆第1回全日本ファスナーショウが6月に

ねじの役割と重要性， そのねじがどう作られ

どのような流れを経て， どんな所へ使われてい

るか。 こうしたことを広く理解して貰おうとい

う趣旨で，第1回全日本ファスナーショウ（ね

じ展）が6月1日の「ねじの日」に前後して4

日間東京で開かれます。主催は杜）日本ねじ工

業協会（メーカー団体）と日本ねじ商業協同組合

連合会(商社団体）で組織するねじ商工連盟で全

国的団体でこうした催しをするのは勿論初めて

の試みです。 ショーでは各社の製品の外ねじの

製法，需要， 品質保証，使用法，流通などにつ

いての展示も行われます。期日は来る5月31日

から6月3日迄の4日間。場所は束京丸の内大

手町にある東京都立産業会館大手町館。

で「ねじ」をテーマにシンポジウムを開催， ね

じの研究と標準化， ねじの応力と疲れ， ねじの

ゆるみ， ねじ部品の工作その他について担当講

師による講演が行われましたが，本年度をもっ

て東工大を退官する山本晃教授力ざ 「ねじ一筋に

く精研におけるねじ研究小史>」 と題する特別講

演を行い聴講者に感銘を与え実した。終って山
本教授を囲み懇親パーティが盛大に行われまし

た。

加しました。 36万トンの中ボルトが14．8万トン，

ナットが9．3万トン， ボルト ・ナット ・座金な

どの組合せが3．2万トン，座金が1．2万トン，小

ねじ・夕､ソピンねじが5．9万トン，木ねじがラグ

スクリューも含めて1．4万トンなどです。

873億円， 36万トンの輸出の中，米国向けが

金額で83％，重量で75％を占め，米国市場抜き

ではねじ輸出力寸考えられない実態を示しており

ます。

では一体ねじ総生産の中，輸出はどの程度を

占めているか。前にも述べたように昨年の生産

は約5,000億で輸出は873億でしたから17％余を

占めることになります。輸出は国内外の景気に

左右されますが， ねじ産業にとって輸出の比率

は更に高まる傾向にあります。生産量にしめる

比重はどうか。昨年の推定生産量は170万トン，

輸出量は36万トンですから21％ということにな

りますbつまり全生産の5分の1は輸出にふりむ

けられているわけです。品種別にみるとボルト

は約90万トン生産の中17.3万トンで約19％， ナ

ットは約25万トン生産の中10万トンで実に40％

を占め，小ねじ・タッピンねじは生産約20万ト

ンの中の5．9万トンで29％などとなって如何に

輸出の占める比率が高いかが分ります。

このようにねじ産業における輸出依存度は景

気の低滞もあって一段と高まる傾向にあり， と

くに米国市場への依存度が高くなっています。

数年来米国ねじ業界では日本製品の輸入制限が

大きな問題になっています力:， この動向如何に

よっては日本のねじ産業にいろんな影響がでて

くるのではないかと懸念されます。ねじ業界の

前途はきびしいもの力:あります。

く

☆51年のねじ総生産は5,000億，輸出比率も増大

昨昭和51年は， 自動車，家電など輸出好調の

業種力箪活況を呈した反面， 内需中心の業種は依

然として低調で，景気は全般的に盛り上りを欠

いたままの年に終りました。ねじ業界もこの状

況を反映して活気のある企業と沈滞のままの企

業との濃淡の色あいのきわ立った年でした。所

でこの昭和51年のねじの生産と輸出の状態はど

うだったか。

ねじの生産については統計がでていないので

はっきりしませんが，一昨年， つまり昭和50年

工業統計速報（従業員30名以上事業所のみ） を

資料にしていろいろ推定してみると，大体年間

にして5,000億円程度ではないかと思われます。
前年の50年が約4,300億円と推定されますので

16％位の上昇です。一昨年はその前年から25％

も落ちこみどん底の状態でしたから， かなりの

回復をみたわけです。生産量では170万トンと

いう所です。 これに対して輸出はどうだったか

というと，年間873億円， 36万トン余に達しま

した。 36万トンというとこれまで最高だった昭

和49年の実績を上廻るものです。 また前年に比

べると金額では40％，重量では42％と大巾に増

☆ねじ工業協会の訪中視察に岩田社長も参加

（社）日本ねじ工業協会では一行8名の第2回

目の訪中視察団を組織， 3月8日から12日間に

わたり中国各地の機械工場を視察した外， 中国

のねじ関係者と懇談をしました。今から2年半

程前に初めて訪中視察を行い，先方のねじ技術

者との間で技術交流を重ねましたが，今回は工

場の訪問の外， 中国製機械の買付け， 中国のね

じ輸出市場としての可能性の打診などが主な目

的でした。今回の視察団にはイワタボルトから

岩田勇吉社長も参加しましたが， この視察報告

は次回のくシグマ＞に掲載の予定です。

く

☆東工大で「ねじ」に関するシンポジウム

東京工業大学精密工学研究所は3月11日， 同

大学長津田キャンパス総合研究館(横浜市緑区）

－7－
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’

今から1年程前ですが，米国のラムソン＆セ

ツションズ(Lamson&SessionsCo.)という

ねじ企業がクリーブランドの主力工場を閉鎖，

従業員200名を解雇すると発表してねじ業界に

一寸した波紋をまきおこしました。何しろラム

ソン＆セ､ソションズというと，創業以来100年

をこえる名門であるだけでなく， 6工場，従業

員数3,000名余，売上げ7,500万ドルという米国

ねじ業界でも5指に入る有力企業です。 その主

力工場のクリープランドエ場は建坪17,000平方

米で勿論同社でも最大規模を誇るばかりか， ね

じ業界でも最も規模の大きい工場の一つに数え

られていますが, それを閉鎖するというわけで

す。ただ閉鎖といっても代りに同じクリーブラ

ンドに新工場を建てるというものですが，然し

その規模は3分の1にも充たない小ぢんまりし

たものです。

この転換期を乗り切るために思い切った大手

術策の一つとしてとられたのがラムソン＆セッ

ションズの工場閉鎖だったのです。同社のジョ

ージ・グラブナー社長も，競争のきびしいボル

ト ・ナ､ソ ト業界に生き残るために'は生産の近代

化と生産性の向上が至上課題で，今度の措置も

このためにとられたものだ， といっています。

’

〉
最近の米国ねじ業界をみて特徴的なことは，

特殊品など製品の多様化をはかっている企業と

標準品を中心とする企業との間の格差がきわめ

て大きくなりつつあることです。米国ねじ工業

協会(IndustrialFasteners lnstitute略称IF

I)が20社を対象に収益状況を調査した所による

と20社の売上高合計は約6億ドル， 1ドル300円

として（最も最近は円高で273円位ですが）約

1,800億円ですが， これはねじ産業の総売上高

の約25％に当っています。 これの税引前収益率

が12.9％，税引後収益率は6.5％で，他産業の

平均を上廻っているとされています。 これら20

社の企業は史上3番目とか2番目とかを誇号し

ている所が殆んどです。

所が標準品を中心とする企業はこれらとは対

照的にジリ貧状態に追いやられているのが実状

です。 これは今に始まったものではなく数年来

の傾向です。 このために工場を閉鎖したり廃業

する例も少なくありません。 リパブリック・ス

チールという有名な製鋼会社が一と頃1,000名

をこす従業員を抱えていたボノレトナット ・デビ

ジョンを閉鎖したり，有名なSPSが標準ナッ

ト中心のデビジョンを売却したのはその顕著な

例です。 これに対して米国ねじ業界， とくに標

準品中心のメーカーがこれは外国， とくに日本

米国有力ねじ企業

ラムソン社が主力工場を

閉鎖したその背景は 何故こんなことになったのか。一言にしてい

うとこのラムソン＆セ､ソションズ社の主力工場

閉鎖は，米国ねじ業界の直面している状況を象

徴的に示す事件といってよさそうです。元々ラ

ムソン＆セッションズ社は比較的標準品に主力

をおいてきた企業ですが，御承知のように標準

品の分野はとくにここ数年来， 日本を始め外国製

品が大量に進出して米国製品が次第に後退を余

儀なくされてきた分野です。加えて米国の景気

も不安定な所から需要の大巾な増大が期待でき

なくなり， メーカー同士の競争も激しくなって

きております。 そのため米国ねじ業界でも標準

品から特殊ものへの移行が最大の課題となって

おります。米国ねじ業界も大きな転換期に直面

しているわけです。

刀
転換期に直面する米ねじ業界

企業の格差拡大の傾向

標準品分野はジリ貧

’
－8－
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製品が安値で大量進出しているのが原因だ， と

主張していることは周知の通りです。 このため

一昨年は国際貿易委員会(ITC)に進出阻止を要

請しました力ざ否決され，代って昨年は財務省に

対し， 日本品は政府の補助を受けているから相

殺関税をかけよと提訴しました。 その方はその

疑ありと仮決定が下り，去る4月22日には正式

な判定が下されました。つまりいくらかの相殺

関税がかけられることになるわけです。

然し米国の標準品分野がジリ貧状態なのは果

して外国品の進出によるものだけかどうか， と

なると米国ねじ業界でも色んな見方があるよう

です。 また表面では強硬な意見を唱えながらも

腹の中では別の見方をしている人もいるようで

す。 とくに消費者やユーザーは，品質が安定し

て価格も安いということから日本品を歓迎する

空気が強いために，強硬論者にとっても痛し癌

(かゆし）の所があるようです。

マン社長はこう述べています。 「業界関係者の

中には，米国メーカーは生産をより高度で高価

な特殊もの，つまり日本からの影響を殆んどう

けずにすむ市場分野への移行が可能である， と

考えている者がいる。がこれ迄にも多くのメー

カーカざそれを試みてきた。 しかし誰でも力:それ

に成功したわけではなかったのである」 と。 こ

のラッセル・バーゾル＆ワードという会社も米

国では有数の大企業ですが，標準品の比重がと

くに高く， 日本製品の輸入制限を唱える急先鋒

です。 それだけに， ローマン社長の言葉は深刻

なひびきを秘めています。

ら変化の中にはすでに表面化しつつあるものも

あり， あと5年も経てばそれがもっと顕著なも

のになるだろう」 とのべています。 それが果し

てどのような形の変化として現われるか。マイ

トコーポレーション(MiteCorporation)のリ

チャード・スワンソン社長は「私はわれわれの

業界の将来については楽観視している」 としな

がらも， それには「変化しつつある条件にどう

適応するか， そのための変革が何よりも必要と

される」 と主張しています。

米国ねじ業界が今後どういった変り方をする

か， これは日本のねじ業界にとっても他人事と

いえないものもあるようです。 （ねじの世界社

発行「海外のねじ情報」NQ61, NQ64, NQ65, NQ
66などの資料に拠る）。

＜、

こうみてくると，業界の構造改善とか体質改

善が叫ばれているのは日本のねじ業界だけでは

ないようです。 そしてその実現が短時日に行わ

れるようなものでないことも同じです。産業で

も企業でもそうですが，追う者と追われる者と

が複雑にからみあって進んでいくのが競争の社

会です。米国のねじ業界でも，一方では技術力

と開発力をもち製品の多様化を図って成長をつ

づける企業力ぎあるかと思うと，他方では従来の

立場を脱却し切れず外国製品の進出やお互い同

士の競争で次第にジリ貧状態に陥っていく企業

があるという状態で， こうしたアンバランスが

ねじ業界全体を不安定にさしていっているので

しょう。 そしてこうした状態は今後も進むもの

とみていいようです。前記のラッセル・バーゾ

ル＆ワード社のジョン・ローマン社長は「ねじ

業界内部の地殼変動は今後も更に進むだろう」

と見ていますし， また米国ねじ工業協会のロバ

ート ・クライド会長も 「ねじ業界は現在変動し

つつあるし今後も変動をつづけるだろう。 これ

最も大きな問題は，米国ねじ産業が構造的に

大きな転換期に直面しているという点です。パ

イオニヤ･スクリュー＆ナット社(PioneerScrew

&NutCo.)のジェリイ ・カピッツィ社長はこ

の点について，米国のねじ業界では強力な企業

は今後も更に強力になっていくのに対し，標準

品だけを生産し製品の多様化を図れない企業は，

結局は方向転換をするかさもなくば工場閉鎖を

するか，何れかを迫られることになろう， とき

びしい見方をしています。 しかも標準品中心の

企業が特殊品や特殊マーケットに移行しようと

しても容易ではないようです。

例えば， ラッセル・バーゾル＆ワード社(Ru-

ssel,Burdsall&Wardlnc.)のジョン・ロ－

く

＝
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